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　　　　The　author　discusses　the　significance　of　business　intelligence　with　relation　to　library　and

information　science，　especially　to　business　and　corporate　libraries　and　their　activities．

　　　　Intelligence　services　and　activities　do　not　mean　“Spying”　or　“　Espionage　”，　but　such　activi－

ties　as　analysis，　synthesis，　estimation　of　various　relevant　informations　to　be　done　in　corporate

libraries　and　business　information　centers．

　　　It　has　been　proved　that　business　intelligence　has　close　contact　with　management　science，

political　science，　library　and　information　science，　and　sociology，　by　applying　citation　analysis

technique　to　a　bibliography：　Business　intelligence　and　strategic　Planning，　published　by　Baker

Library，　Harvard　University．

　　　It　has　been　concluded　that　intelligence　services　should　be　discussed　more　thoroughly　in

library　and　information　science，　because　the　number　of　citations　from　business　intelligence　has

been　increasing　in　the　field　of　library　and　information　science　as　well　as　management　science．

Moreover，　two　authors，　Sherman　Kent　and　Washington　Platt，　are　proved　to　be　the　core　authors，

influential　in　business　intelligence　fields．

　　　The　author　of　this　paper　maintains　an　opinion　that　the　function　of　business　intelligence

services　will　become　one　of　the　main　activities　of　corporate　libraries　and／or　business　informa－

tion　centers，　when　computerized　information　retrieval　services　become　more　powerful．
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図書館情報学におけるIntelligence概念の展開

1皿，企業体専門図書館に要求される情報活動

　　A．1970年代前半における日本企業の状況

　　B．米国多国籍企業におけるIntelligence　Systemの展開

　　C．企業内専門図書館とIntelligence　Service

IV．図書館・情報学とIntelligence論

　　A．Business　Intelligence論はTake－offしたか

　　B．Business　Intelligence論とその関連分野

　　C．Intelligence論の主要著者

V．おわりに

1．はじめに
　図書館・情報学の研究対象は，言うまでもなく“情報”

である。“文献”であるとする説もあるが，文献はあく

までも情報の伝達のための媒体であって，同一の情報を

伝達する限り，どのような文献であろうと，そのメディ

アとしての種類を問わないのが，図書館情報学に占める

意見の大勢であろう。この“情報”という日本語の英訳

は，通常informationであるとされるが，類似語とし

てのdataとintelligenceという語がある。そこで図書

館・情報学ではこのdata，　intelligenceという語の概念，

なかんづくintelligenceについてどのような立場，関係

とをるのかが問題となる。

　また，図書館・情報学が研究対象とする情報活動には，

言うまでもなく，情報の収集，情報の蓄積・検索，情報

の提供という機能が含まれる。一方，情報の処理という

概念は専ら現在では計算機によるデータ処理という概念

に用いられているが，図書館情報学の立場からこれを

如何に考えればよいのであろうか。

　以上のような基本的な問題意識のもとに今後の企業内

専門図書館の活動のあり方をも含め，以下に考察する。

II．図書館・情報学におけるInformation

　　とIntelligenCe

　我々図書館・情報学に関係する者にとって身近かな

“information”という語も多様な内容をもつ。一方，

“intelligence”　という語は人によって，さまざまな意

味内容を込めて用いられている。

　そこで図書館・情報学においてこの　information　と

intelligenceという語をどのように位置づけるか，相互

関係はどうなっているか，またそれがどのように意味づ

けられているか等について検討する。

　A．図書館・情報学におけるInformationの意味

　導きに図書館・情報誌の研究対象は情報であるとした

が，図書館・情報学の社会的な投影としての図書館や情

報センター等の機能とは単に情報の提供だけであろう

か。

　Butlerによれば，図書館で図書を利用する読者の動機｝

は3つに分けられるという。即ち，インフォメーション

を求めるため，美的鑑賞のため，楽しみのためである，1）

とする。このinformationについて，　Sheraは，“情報

（i：nformation）とは……‘事実’であることを言うを

まちません。それは実のところ刺激なのです。感覚を通

して認識する刺激であります。この情報なるもの，1個

独立した事実である場合もありましょうし，事実の集成

であるかもしれません。”2）と述べている。またVickery

は，“情報（information）とは2つの形態，即ち文献も

しくは個人の中に存する知識のかたまりとしてあらわさ

れる，”3）と述べている。

　これらは，一般に図書館・情報学に関係する人々のin－

formationに対する最大公約数的な見方であろう。一方，

このような図書館・情報学分野を代表する意見に対して，

他分野の人々の意見の代表として，次の2人の説を紹介

する。

　Machlupは，より端的に“全ての情報（information）

とは知識である。”4）と断定し，Bouldingは“……メッ

セージは情報（information）である。メッセージはイ

メージをつくり出すための変化を意味している。”5）と

している。

　こうしてみると，MachlupやBouldingに代表され

る図書館・情報学以外の他分野でのinformationの意

味，即ち，“全て情報は知識”とか“イメ・・・・…ジをつくるた

めのメッセージが情報”とか，に対して，図書館・情報

学分野のそれは，より限定的な意味合いをもっているこ

とが明らかになるだろう。
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　一方，図書館・情報学という“情報”とその関連諸問

題を研究対象とする科学分野のうち，特に“情報”を対

象とする情報学（information　science）について，Shera

とClevelandは次のよう述べる。“（情報学は）情報の

属性や動き，情報の流れを支配する力，および最適な情

報の入手，利用を可能とするように情報を処理する手段

を研究する科学である。情報の処理は情報の生産，提供，

収集，組織化，蓄積，検索，解釈，利用を含む。情報学

の分野は数学，論理学，言語学，心理学，電算機技術，オ

ペレt・・…一ショソズ・リサーチ，グラフィック技術，コミュニ

ケーション論，図書館学，経営学及びその他の諸分野か

ら派生したものである。”　としてその学際性を認めると

ともに，“情報学（information　science）という語は1959

年に，記録された知識とその最も広い意味でのその知識

の伝播として，はじめて用いられたが，その後，多様な

意味が込められ，厳密な意味での同意は得られていな

い。”6）と述べている。このことは図書館・情報学の内容

がまだ完全に固まっていない，発展途上にあることを意

味する。

　しかし，同じくSheraとClevelandによれば，現在の

情報学の一推進母体となったAmerican　Society　for

Information　Scienceが，その名称をAmerican　Docu－

mentation　Institutionから変更したという事実が示唆

する如く，その主たる機能が，documentary　reprodu－

ctionからdocume：ntationへ，そしてinformation

scienceへと発展してきた歴史的な展開の事実があり，

これを我々としては見逃すわけにはゆかない。

　更にButlerの説によれば，図書館のinformationの

提供という機能は3つの機能のうちの1つにしかすぎな

い。そうするとinformationの提供を主とする図書館

・情報センターとは，ここで自ずから，今日，日本で言

う専門図書館（いわゆる研究図書館，主題専門図書館，

企業図書館等を含む）に限定されてくる。

　したがって一般図書館・情報学はともかく，情報とい

う問題により密接な専門図書：館においては，情報の提供，

それも一般的な意味ではなく，かなり限定的な，特定の

目的に特化した意味での“情報”の提供が期待されてい

ると結論づけることができよう。

　そしてこのような特定の利用目的に特化した“情報”

をintelligenceと呼んで，一一般のinformationと区別

するのではないだろうか。

　B．InformationとIntelligence

　以上の結果から本稿での対象となる専門図書館活動，

換言すれば，いわゆるDocumentation活動や，1：nfor－

mation　Scienceにおいて，　i：nformationとintelligen・

ceはどのように扱われているのであろうか。

　そこで以下では若干の定義例と辞書的意味，更にはシ

ソーラス上での関係を例示しつつ，本稿における用法を

明らかにしたい。

Wilenskyによれば，“IntelligenceとはPolicyに関

するInformationであって，科学的な知識および，学

術的であるかいなかを問わず，政策的もしくは観念的な

Informationを含む。”7）という。また多田和夫によれ

ば，“われわれ日本人の間では情報という言葉を2とお

りの意味に使っている。まず‘事実あるいはデータ’を

指す言葉として使用されることがある。これは英語の

Informationに相当する。また‘事実あるいはデータに

知的な処理を施した結果得られる知識’を指す言葉とし

て使用されることがある。これは英語のIntelligenceに

相当する。”8）と述べている。

　このようにinformationとintelligenceは似かよっ

た意味をもつ語である。言うまでもなく情報を管理する

ことの目的は利用者への情報の提供であるが，この提供

される情報とはinformationの提供なのかinte11igence

の提供であるのかという問題がある。そこで辞書的な意

味を調べると次のようになる。9）

　information：①伝達されたり，特定の事実や環境に

　　　　　　　　　ついての知識

　　　　　　　　②コミュニケe・・一・・ション，調査，教育を

　　　　　　　　　通じて得られる知識

　　　　　　　　③知らせること及び知らせる行為

　　　　　　　　④公衆に情報を提供する人及び部署

　　　　　　　　⑤〔法律用語〕一遍一

　　　　　　　　⑥〔コミュニケ一tショソ用語〕一落一

　　　　　　　　⑦〔コンピュータ用語〕コンピュータで

　　　　　　　　　処理されるためにコード化されたデ

　　　　　　　　　ータ

　　　　同義語；data，　facts，　intelligence，　advice

intelligence　：
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①推論や理解の能力

②上記能力の発露

③理解力

④出来事，環境についての知識

⑤情報の収集や配布

⑥a）現在もしくは潜在的な敵について

　の情報，b）そのような情報から引き

　出される評価された結論，c）この種
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　　　　　　　　　の情報を集めるための組織，機関

　　　　　　　　⑦知的存在，霊

　　　　　　　　⑧情報の交換

　以上の辞書的な意味を通じても，informationの中の

ある特定な状態のものがintelligenceであることがわか

る。

　一方，シソーラス上に見られるinformationとinte1－

lige：nceの関係は次のとおりである。

　まずE．J．C．シソーラスの場合，10）

Information　Systems

　　RT一一一lntelligence

Intelligence

　Informationの収集，評価，

　分析，総合及び解釈から得

　られる知識

　　RT一一一lnformation

　　　　　Systems

①米国Hoover　Commissionの1955年における定義：

　IntelligenCeは一連の行為をはじめるに先立って知

　っておくべき全てのものごとを取扱う。

②William　F．　Rabornの定義：

　Intelligenceとは，その確度，意義，重要性につい

　て慎重に評価されたinformationを指す。　intelli－

　genceとinformationの差異は正確さを評価し，

　国家安全保障の観点からその意義，重要性を計量す

　るか否かにある。

＠Dictionary　of　United　States　Military　Terms　for

　Joint　Usage：

　Intelligenceとは収集，評価，分析，総合及び全て

　の利用しうるinformationから作られた生産物。

　informationとは外国あるいは作戦地域の1つまた

　は，それ以上の側面に関するもので，直ちにもしく

　は潜在的に政策企画上重要な情報資料を言う。

UNESCOのSPINESシソ一一ラスの場合，11）

Information

uf　lntelligence

　　（lnformation）

Intelligence　（lnformation）

　Used　for　lnformation

　以上からinformationとintelligenceの間には密接

な関連があり，informationがある一定の処理をされる

とintelligenceに転化するということがわかる。

　この関係を情報（intelligence）の実務担当者は次のよ

うに述べている。

　この普通言われる「情報」が実は，情報をとり出

す原材料にすぎないことを知っておくべきだ。英語

で言うinformationはこの原材料である。このイ

ンフォメーションから得られる情報がintelligence

である。インテリジェンスと言うとスパイを使うこ

と，またはこれにより入手する情報のように考えて

いる人が多いがそれは間違いである。これを諜報と

訳すのもこのような間違いに基づいた誤りである。

．．．．．．
ﾈ下，インフォメージョン（原材料）を「情報

資料」，インテリジェンス（精製された本物の情報）

を「情報」と呼ぶこととする。”12）

　更にintelligenceという概念については，次のような

定義例が，米国において存在することをRansomが紹

介している13）。

　以上の定義例は，国家安全保障とか，軍事の側面から

のintelligence　の定義であるが，情報の実務について

は，人類の歴史において，図書館や学術の世界よりも，

政治や軍事の分野の方が歴史も古く，先行している以

上，やむをえない。そしてRansom自身は次のように

intelligenceを考えている。14）

　“IntelligenCeの追求とは，決定を下し，行動を起す

ためには必要とされるinformationの追求である。（分

析・評価等の情報処理の）生産物として得られたinfor－

mationは本質的にintelligenceである。このintelli－

ge：nceという1つの語が時にはそのプロセスに，また時

にはそのプロダクトとして用いることもある。”

　この最後のintelligenceがプロセスをも，プロダクト

をも指すという指摘は，明らかに後にその名前を再度紹

介するSherman　Kentのintelligenceについての考え

方，15）“intelligenceは知識であり，組織であり，行動

である。”　に即したものであろう。そしてこのKentの

考え方は，“情報”について知識としての理論体系を意味

し，行動としてその実務での実践を意味し，組織として

理論と実務を結合させる管理を意味すると考えるならば

情報学そのもののあり方，パラダイムを端的に要約した

ものとして興味深い。

　しかし，情報学のパラダイムを論ずることは本稿の目

的ではない。そこで以上のintelligenCeについての考

え方，定義を集約したものとして，Washington　Platt

の定義16）を挙げておく。
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　“intelligenceとは，選択され，評価され，解釈され

　たinformationから引き出された意味のあるステー・ト

　メソトである。この定義は素材としてのin．formation

　と精製されたintelligenceとの区分に由来する。この

　区分こそが，情報業務という世界にいる人々にその職

　業上のプライドをもたせることになる。”

　本稿においても，以下ではinformationと　intelli－

genceについて，この区分に準拠したいと考える。

　また以上より図書館・情報学の研究領域にこのintel・

1igence論が含まれることの必然性はもとより，　intelli－

gence活動を積極的に推進することにより，図書館や情

報業務の現場にあって，情報の利用者と並列しうる独自

の業務分野や情報業務それ自体の中に真の知的創造活動

を見出しうる基盤が与えられることが明白になるであろ

う。

III．企業内専門図書館に要求される情報活動

　経営の場において要求される情報は，自社についての

情報としての内部情報と，自社をとり巻く外部環境につ

いての情報としての外部情報に大きく二分できる。これ

らの情報はどちらも経営の意思決定の適切さのために要

求されるものであるが，経営の意思決定と情報およびそ

の他関連諸要素との関係を整理して，Greeneは第1図

のように示した。

　この第1図より，企業への計算機の導入時期と相前後

して隆盛を極めたmanagement　information　system

（M．1．S．）が主として企業の内部情報を取扱い，本稿で

主たる対象とする　business　i：ntelligence　systemが外

部情報を含むかもしくは主に取扱うという機能分担が読

みとれる。そこで，business　intelligenceひご焦点をあ

てる以下の本稿では，主として外部情報及び外部情報を

得るための外部情報資料に情報活動の対象を限定して話

をすすめる。

　A．1970年代前半における日本企業の状況

　1970年代前半の日本の主要企業は，資本の自由化とい

う問題をかかえ，国際競争力強化の面からも，情報管理

活動面でもさまざまな方策をこうじつつあった。しかし

そこでの情報意識は主として社内の諸データに向けられ

コンピュータ・ベースでのデe一…タ処理中心であって，本

格的に外部情報をも対象にしたintelligence　systemへ

の展開は，まだ行われていない。

　日本生産性本部経営力強化委員会は昭和45年3月に，

経　営　科　学
1．　E．

O．　R．

経　験

論 理 決定ルー　ル

観　察

業務報告・

コγサルタント

その他のチャンネル

ビジネス・インテリジェンス

グループ

その他の情報源

　内・部　情　報
iManagement　Informationl
rystem） ＼

過　去　の　経験

　外　部　情　報
iBusiness　Intelligence

@System）

Decision　Data Decision

決定の適時性

意思決定建

第1図　意思決定のための情…報とBusiness　Intelligence　System（Greene，　R・M・ed・Business　intelligence

　　　　and　espionage．1966．　p．vi．より修正）
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国際化する企業経営の中で要求される情報についての調

査を，株式上場会社1300余社を対象に行い，その結果を

発表した。17）この結果の概要は次のとおりである。

①この時点では回答企業の50～60％の企業が新製品開

　発の計画および情報システムを設計していない。残

　りの企業についても，大半が計画のフローのみの設

　計で，情報システムが設計されていないか，もしく

　は情報システムについて必要な情報の種類，情報源，

　収集方法を決めた段階でしかない。

②新製品開発の情報源としては，内部情報源として，

　研究・技術スタッフがあげられる場合が最も多い。

　外部情報源としては消費者，あるいはユーザーと技

　術雑誌が重視されている。

③企業は最終消費者に関する情報を最も重視し，次い

　で競争企業についての情報に注意が集中する。

第1表　外部情報の収集およ活用上の問題点

回答率

④最終消費者についての情報は，製造業と商業で重視

　する情報が異なる。製造業では製品へのクレーム，

　及び満足度，商業では購買層および購買動機が中心

　となる。

⑤競争企業についての情報としては，販売価格政策，

　市場占有率，品質・機能・デザイン，新製品開発状

　況等が重視される。

⑥マーケティング調査の専門組織の有無については，

　全体の30％以上が専門的組織をもっているが，消費

　財メーカの方が生産財メーカに比較して，より積極

　的である。

項　　目 問 題 点

　　　　　　社内での資料所在リストが十分
　　　　　　整備されていない①情報の所在
　　　　　　　自社の情報網が不十分
　に関して
　　　　　　情報の所在を確認する適当な外
　　　　　　部機関がない

59．　0　％

28．　1　90

25．　2　90

　　　　　　収集に時間がかかりすぎる②情報の収集
　　　　　　必要な情報が非公開である
　に関して
　　　　　　有能な収集スタッフがいない

44．　2　90

42．　1　90

29．　1　90

　　　　　　情報が一般的で個別目的に使い
　　　　　　にくい
③情報の内容
　　　　　　情報量が少ない
　に関して
　　　　　　適時性に欠ける

　　　　　　客観性や信頼性に欠ける

45．　7　90

41．　6　90

33．　2　90

22．　4　90

④庸報の加工

@に関して

妥当な情報の加工技術が十分開
ｭされていない
﨣�ﾌ加工技術を有するスタッフが不足

?ーザの意図が情報加工部門に
¥分反映されていない

57．5％

Q7．0％

P6．3％

　　　　　　情報が一般的で個別目的に使え
⑤情報提供部ない

　門に関して情報量が少ない

　　　　　　情報の加工度が低い

42．　7　90

39．　2　90

30．　5　90

（通産省外部情報の収集および加工に関する実態調査
報告による。Library　and　information　soience，　no．14，

1976，P．351．　より転載）

　続いて，これから3年半経過し，日本の主要企業にお

いて情報の管理の状態が進歩した状態のもとで次の調査

が行われた。

　通産省企業行動課は我が国の主要1100余恵について，

その外部情報の収集と加工についての調査18）を行い，各

企業が外部情報についてかかえている問題点を明らかに

した。その主なものを本誌既刊の別稿から19）再度転載す

ると第1表のとおりである。

　第1表より，特に社内での外部情報資料の所在やその

外部情報資料の加工技術に問題点のあることが明らかに

なる。

　B・米国多国籍：企業におけるIntelligence　Systemの

　　　展開

　通産省の調査以後における国際化した我が国の大規模

企業における情報問題，およびその今後の動向を知るた

めには，外国の巨大企業，多国籍企業における情報問題

の取扱い方が参考になるであろう。

　今，米国の企業に対しては，米国の13の多国籍企業の

経営者・管理者50人について，Keeganの調査結果20）が

発表されている。その一部をまとめると，第2表，第3

表に示す如くになる。

第2表外部情報入手のための情報源

入　手　の　場　所 情 報 源

社　内

社　外

34　90

66　90

人　間

文　献

物　品

67　90

27　90

6　90

（出典：Administrative　science　quarterly，　Sept．，1974，

p．413，　より）
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第3表　情報源としての文献の内訳（％）　　　　　第4表　企業規模別の競合企業についての情報の集め方

社 外 61

一般公刊物

情報サー・一一・・ビス

調査委託レポート

37

19

　5

社 内 39

通信文書

レポt・・…ト

社内図書館等

22

14

　3

System

Formal　department　with
　trained　employees
No　department　but　for－
　mal　and　regular　re－

　portlng
Informal　reports　but
　some　special　formal
　projects

Informal　but　regular
　reportlng

Sporadic　reporting　on
　an　“as　needed”　basis

No　information　gathe－
　red　on　competitors

Other　systems

No　system　whatsever

Tota1

1973

890

8

1959

8　90

12

Company　size

U　nder

250

2　90

4

250－

4999

590

8

5000
0r
more

17　90

11

　第2表において文献を情報源とした回答者についての

調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21　119　1　12　121　130
（出、典：Administrative　soience　quartery，　Sept．，1974，

p．417．　より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18　118　1　18　120　116

　更にこの種の文献による情報資料として最もよく利用

されているのはWα11Streelブ。％7ηα1とIVew　York　　　　　　　　　　　　　43　28　　53　43　33

timesの2紙で・このいずれか一方もしくは両方がほと　　　　　　　　　　　　　　　6　3　　11　　4　　2

んどの回答者によって指摘されたと報告されている。ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　1＊　1　7　17　13

た，社内の通信文書，レポートは主に海外駐在員からの　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

報告である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊は該当事項調査なし
　Wa11，　J．　L．は米国の1200人余のビジネスマンを対象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：マルチフ．ルアンサーのため合計は100％にならない

に競争企業に関する情報の取得状況について・1959年か　　（Harvard　business　review，　Nov．／Dec．，1974，　P．32．よ

ら1973年の間の推移を調べた。21）その結果は第4表と第　　　り転載）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5表情報源別，程度別，企業情報の内訳

Information　source

Published　sources

Company　salesmen

Company　custo．mers

Personal　and　professional　contacts　with　competitors

Company　suppliers

Middlemen，　agents，　brokers，　wholesalers，　and　retailers

Formal　market　research

Process　or　product　analysis　of　competitive　products

Hiring　competitor’s　key　employees

Advertising　agencies，　consultants　（excluding　formal
　　　market　and　research）

Uudercover　（or　secret）．activities　by　your　company
　　　employees

Undercover　（or　secret）　activities　for　your　company
　　　by　outside　agency

Other　sources

None

290

7

7

8

18

19

25

27

36

43

85

90

89

Little

14　90

　9

22

20

31

21

22

19

32

31

10

7

4

Some

40　90

36

44

44

39

43

27

30

22

18

3

3

3

Much

30　90

36

21

22

10

15

18

18

8

6

O．　8

O．　5

3

Exte－

nsive

14　90

12

6

6

2

3

9

6

3

1

O．　4

O．　3

1

Shift　in

旦sage
since　1959

十

十

＊

＊

＊

＊

十

Neglig－
ible（＋）

Neglig－
ible　（一一一）

　　＊

＊は1959年時点で調査されなかった項目
（Harvaγd　businessγeview，　Nov．／Dec．，1974，　P．32．より転載）
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（2．99）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．20）

　政治情報

@　　　　　　　　（2．98）術・工学情報

@社会情報

（3．22）

（2．78）

　　　　　マーケティング

@　　　　経済・法律情報

i3．64）　　　　　財務・会計情報

’ ’

v　　　　　　　、l　　　　　　　　l 1 ！　　　l　　　　　　　　　　l

　　1
たまには

重要になる

（Ghymn，　Kyung一一ll．

2 　3
時々重要

になる

4 　5
きわめて

　重要

　　　　第2図　種類別情報の相対的評価
Stγategic　intelligence　sツslem　for　multinalional　corPorations，　P．98．　より）

5表に示すとおりである。

　この第4表，第5表の結果から，要求されているかな

りの情報が企業内の情報部門や公刊資料から得られてい

ることがわかる。

　一方，先にFortasne誌が選んだ米国企業上位500社に

ついて，上位企業になればなるほど完備した図書室を保

有することが報告されている。22）このことも上記の傍証

となるであろう。

　また，米国の大手多国籍企業の1社を分析して，Kung

－ll　Ghymnは社内での情報ニー・ズとそれに応えるin－

telligence　system　についてまとめた。23）それによる

と，まず求められる情報の種類の相対的主観的な重要度

指数は第2図のようになる。

　6種類の情報の間の重要度の較差は小さいが，それで

も，財務会計情報，経済法律情報，マーケティング情

報，政治情報，技術工学情報，社会情報の順に並ぶ。

　そしてこれらの情報を得る情報源　（information　so－

urce）を，社内と社外，人間と文献等にしぼって，第3

図のように区分している。

　以上の区分は同時に，国内・国外という更に二区分を

加味することが可能である。

　このようにみると，いわゆる企業内専門図書館の守備

範囲と，社外の文献から成る情報源群とは重複してい

る。そこで，今一度，このような状況の中で，企業内専

門図書館の役割を考えてみたい。

社内　情　報　源
　　　　　　の　の　　　　ロロ　　　　コ
1　情報源としての人間　　1
ヒ　コ　　　　の　　　　のの　　　　　　　

　　　　　上役
　　　　　　同僚
　　　　　　部下
　　　　　　執行部門のスタッフ

　ロのののコののロ　ロ　コのの　　り　　ココ

1　情報源としての文献　1
」＿＿．．＿騨輔騨＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

　　　　　　ポリシーレター

　　　　　　メ　モ
　　　　　　報告書

　　　　　　その他

社外情報源
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　情報源としての人間　1
し　　　　　へ　　　　のロ　ロ　　の　　ユ

　　　　　　顧客
　　　　　　専門団体

　　　　　　仕入先

　　　　　　学界
　　　　　　金融機関

　　　　　　競合会社職員
　　　　　　公認会計士

　　　　　　コンサルタント

　　　　　　政府関係者

ド　　　コロののロロのコの　　コリ　ロコ ﾄ

1情報源としての文献等　1
しコロ　の　　コ　　のり　コ　の　の　　　エ

　　　　　　学術雑誌
　　　　　　技術雑誌
　　　　　　カタログ等

　　　　　　政府刊行物
　　　　　　コンサルタント会社報告書

　　　　　　新聞・ニュース雑誌

　　　　　　TV・ラジオ
　　　　　　国連その他国際機関出版物

　　　　　　外国政府出版物

　　　　　　会議資料
　　　　　　一般図書

　　　　　　　　　第3図Business　lntelligence　Systemのための情報源
（Ghym：n・Kyung－Il・Stralegic　inlelligence　system　for　multinational　corporationb，　P．143．より）
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　C．企業内専門図書館とIntelligence　Service

　今，我々は企業内専門図書館における全く新しい形態

のサービス・機能としてintelligence　serviceを考え

ているが，本当に専門図書館という館種が図書館の世界

の中で，言い換えれば他の館種に先がけて，このような

新しいサーtビス・機能に直面しなければならない必然性

があるか否かに触れておきたい。

　ここで，情報源もしくは情報メディアを文献だけに限

定して考える。館種ごとに文献量を図書館活動の一指標

としてとらえて考える場合，そこで文献量をstockと

flowとの二面からとらえることができる。　stockとし

ての文献量をとらえると，専門図書館のレベルは公共図

第6表わが国館種別情報資料ストック量

館　　数

公共図書館

1，　490

灘冊数148・・599

大学図書館

413

80，　893

専門図書館

1，　725

19，　664

単　学

館

千　冊

（㈱芙蓉情報センター総合研究所編わが国における情

報資源の地域格差に関する研究1978．P．228．より）

書館の水準にも及ばず小規模で，企業内専門図書館もそ

の例外ではない。

　しかし，flowとしてとらえた場合，電気通信総合研究

所の調べ24）によれぽ，従業員300人以上の事業所（全国

で7，075ヵ所一昭和50年現在一）1事業所当り，新聞・

雑誌の購読経費が年間535万円となる。

　これは全国合計で378億5100万円となり，更に，これ

に図書類の購入費が上積みされるので，約500億円近い経

費が投じられていることになる。一方，文部省の大学図

書館実態調査結果報告によれば昭和51年度大学図書館の

図書，雑誌等一一切の文献購入実績が256億4700万円で，

従業員300人以上の事業所の約半額である。ここで単位

情報量当りの購入単価に，大学と事業所間で大きな差が

無いとすれば，蓄積面とは逆に，情報の流入面では，事

業所（いわゆる企業）は大学の約2倍の水準にあること

になる。

　しかし，以上から企業内の専門図書館が，経営におけ

る情報の要求に充分応えているとするのは早計である。

即ち，経営の中での情報問題が検討されるのは，在来の

企業内専門図書館活動が不充分であるか，もしくは企業

ELEMENTS　OF　S’ltRATEGIC　INTELLIGENCE　SYSTEM

Scanning Intelligence　Process

Continuous　Systematic　Observation

Determination　of　intelligence

needs

’“
vhat”　一一一　ldentification　of

　　　　　person（s）　or　section　（s）

　　　　　who　need　it

Location　and　evaluation　of　sources

“Where　”　一一一一　Classification　and

　　　　　　analysis　ef　sources

Determination　of　techniques　and

’methods

：“　How”　一一　Utilization　of　men　and

　　　　　equipment

for　the一

Acquisition

Generation　and　regeneration

Analysis

Synthesis

Comprehension

Interpretation

Correlation

Extrapolation

Creation

Evaluation

Processing

Transmission　and　Retrieval

Use

Storage

Disposal

Management
　Action

　of　the　desired　一一＞

strategic　intelligence

which　is　a　crucial

input　for　manage－

ment　process

Planr江ng

Implementation

Feedback

（Ghymn，　Kyung一一ll．

　　　　第4図　Intelligence　Systemの構成
Stγategic　intelligence　s：ソslems／eor　mullinalionel　corうoralions，・P・　216・　よ　り）
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内専門図書館担当者の基本的な認識との間に齪齪をきた

しているからである。それは企業内において，“情報の

爆発”は起こっておらず，起きているのは“文献（文書）

の爆発”だけだからである。25）したがって今やデータベ

ースの整備とオンライン情報検索の実現を背景に旧来よ

り格段の資料提供能力をもつにいたった企業内専門図書

館が，ただでさえ企業内で爆発的増大を続ける文献・情

報資料をそのまま提供することは混乱に拍車をかけるば

かりであって，情報問題の解決には何ら貢献しないとい

うことになる。現在，真に要求されているのは，情報資

料を処理，集約して，そこから情報をまとめて提供する

intelligence機能であり，この機能が確立されない限

り，企業内での情報飢餓，情報問題の根本的解決は無い

のである。

　そこで，この問題解決のためにこれらの情報源，即ち

情報資料をも含めてGhymnは第4図のようなintelli－

genceのプロセスを述べている。

　言うまでもなく，情報処理技術としてとらえたinfor－

mation活動は，この図におけるintelligence　process

にあるが，このプロセスを更に深く，かつ具体的に掘下

げて述べることをGhymnは避けている。まだ，この問

題はGhymnの論文では未解決の問題として残されたま

まである。しかしながら，　information－intelligence

部門の専門家にとって，主体的に，専門技術の発揮でき

る場所は前に述べたPlattの言葉に待つまでもなく，こ

のプロセスであり，ここに真の情報処理の技術を活用す

る場があると考えるのが当然であろう。

　そしてこの情報処理技術を必要とするintelligence

processによって，要求されており，しかも利用者がそ

のまま利用できる“情報”が提供可能となるのである。

　そこで，次に情報資料から情報への処理，即ちintel－

ligence活動は，いわゆる企業内専門図館として取扱う

べき問題であるか，また取扱いうる問題であるか否か

を，企業内専門図書館活動に理論的根拠を与えているは

ずである図書館・情報学とintelligence論との関係を探

ることにより，明らかにしたい。

IV．図書館・情報学とIntelligence論

　1979年のはじめ，Harvard大学のBaker　Libraryか

らbusiness　intelligenceについての書誌26）が刊行され

た。この書誌にはbusiness　intelligenceの基本的文献

として，図書・学位論文25点，雑誌論文53編，既刊書誌

1点，ディレクトリe一・一1点等が収録されている。

　本稿では図書館・情報学とintelligence論との関係を

企業内専門図書館とbusiness　intelligence活動を媒介

にして論じようとする。

　一一方，intelligence論それ自体は政治学や軍事学およ

び，それらの実務を通じて，早くからその技術的側面を

中心に確立をみたと思われるが，その経営への応用であ

るbusiness　intelligence　l，こついては，今ようやく本格

的に取上げられはじめたばかりである。

　そこで以下ではこのBaker　Libraryの書誌（以下で

はDaniellsの書誌と呼ぶ）に収録された文献をもとに，

intelligence論，特にその代表としてbusiness　intelli－

gence論と図書館・情報学の関係を中心に検討する。

　A．Business　Intelligence論はTake－offしたか

　Priceによれば科学知識の成長はロジスティック曲線

を描くと言う。27）即ち，特定の科学分野の1つのライフ

サイクルの中で毎年新規刊行される文献数の累積度数分

布はロジスティック曲線（成長曲線）を描くが，このロ

ジスティック曲線によって示される1つの科学ライフサ

イクルをCraneは次の四期に分けた。28）

　①　予備成長期

　②指数的成長期

　③成長下降期

　④最終期
　このCraneの分け方は言うまでもなく，＝…一ケティ

ソグでの製品のライフサイクルにおける，導入期，成長

期，成熟期，飽和期に対応するものである。

　Priceは同時に文献発刊数が飽和期に達した科学分野

は第5図にみるように，エスカレーションか，定義（その

科学分野）の消失か，発散か，収敏かのいずれかの道を

とると指摘した。このうち同一のカテゴリーに属するサ

ブカテゴリーの1つが飽和期に達した場合は他の新しい

サブカテゴリーにエスカレーションする例が，ヨーロッ

パの大学数や化学元素の数を例にして説明されている。

　何故，科学知識がこのようなパターンを描くかについ

ては，Priceは説明していないが，エスカレーションの

場合には，先にみた科学知識のライフサイクルと市場に

おける商品のライフサイクルとのアナロジーで，我々は

経験的にうまくこれを理解できる。29）

　今，Daniellsの書誌に収録された図書，学位論文，およ

び雑誌論文を発行年ごとにその累積数をプロットすると

第6図の如くになる。business　intelligence論もPrice

の指摘する如くその出現から完成に至るまで，発表論文
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数がロジスティック曲線を描くとすれば，第6図より，

現時点では導入期が終わって，ようやく成長期に入った

時点であることが明らかである。

　次に，このbusiness　intelligence論が他の分野から

独立して発生したのか，それとも類縁他分野からのエス

カレーションした結果なのかを検討する。business　in・

telligenceと同じく企業経営における情報問題を扱った

management　information　system　（M．1．　S．）関係の

文献が一時期ブームとなり，その後影をひそめた。この

M・1・S・の文献の出現は企業経営へのコンピュータの導

入と時期を一にしていた。30）そして更に，このコンピュ

ータの導入以前には事務管理の一環として，文献や文書

の管理がドキュメンテーションとして問題にされていた

はずである。そこで，これらM．1．S．関係や，ファイリ

ングを中心とするドキュメンテーション関係の論文が経

営関係の諸雑誌を中心にどのように出現しては終息して

いったかを見てみたい。

　そこで日本生産性本部がかつて刊行していた索引誌で

文
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ある主題別目録No．1031）の中から“ドキュメンテーシ

ョン” ﾆ，No．1332）の中から“MI．S．”とに収録・索

引された欧文の図書・雑誌記事の年間累計数をプロッ

トし，第6図と合わせると第7図となる。

　第6図より，business　intelligence論はドキュメン

テーション，M．1．　S．というそれぞれの分野のエスカレ

ーションの結果として出現していることがわかる。若干

内容にふれるならば，経営情報という大枠の中で，“ド

キュメンテーション”という名目の下でのファイリング

論，M．1．　S．という名目の下での計算機ベースでのデー

タ処理（E．D．　P．　S．）論を経過して，たどりついたbusi－

ness　intelligence論であることがわかる。

　以上のドキュメンテーション，M．1．　S．及びbusiness

intelligenceは何れも広い意味での情報論に属する事は

言うまでもない。こうしてみるとbusiness　intelligence

論は経営の場において，旧来からのマニュアルでの情報

処理，それに続くコンピュータベースでのデータ処理の

あとを受けて，その次に要請される情報処理論として登

場してきていることがわかる。

　B・Business　Intelligence論とその関連分野

　前節においてはbUSineSS　inte11igenCe論を時間的経

過を軸に，情報処理の歴史の中に位置づけたが，一方，

同時的な面でbUSineSS　intelligenCe論も多くの関連分

野をもつはずである。そこでDaniellsの書誌の収録文

献がどのような分野の文献に多く引用されているかを調

べた。即ち，Social　science　citation　indexにより，　Da－

niells書誌の収録文献の図書・学位論文25点と雑誌論文

53編がどのような分野の雑誌論文に引用されているかを

1969年から1978年までにわたって調べた。

　その結果，この10年間にDaniellsの書誌収録の78点

の著作は合計210点の各種論文に引用されていた。この

210点の論文の掲載雑誌をSocial　science　cilation　index

の分類に従い，各学問ジャンル別に分類すると，24分野

に分布した。このように多分野に引用が及ぶことからも

intelligence論の学際性が明らかになるが，この状況を

まとめたのが，第7表である。

第7表　Daniellsの書誌の収録文献を引用した論文掲載雑誌の分野別，論文数別分布　　（単位：誌）

”　　　引用論文数

引用雑誌分野

経　　営　　学

政　　治　　学

図書館・情報学

社　　会　　学

自然科学一般

経　　済　　学

計算機科学
一？・一ケティソグ

行　動　科　旧

地　域　開　発

法　　律　　学

オペレーション
　ズ・リサーチ

教　　育　　学

心　　理　　学

そ　　の　　他

1

8

9

3

7

6

4

2

1

2

2

2

1

2

1

10

2

8

3

6

2

2

1

1

3

2

1

1

2

4

4

1

1

1

5

1

6 7

1

8

1

9

1

10 11 12

1

13 14 15 16 17

1

（（注）：論文数はSociαl　science　citation　indexによる）

雑誌合
計（誌）

26

13

11

10

6

5

4

4

3

3

2

2

2

1

10

合計

論文合
計
（論文）

92

19

27

14

6

7

6

11

6

4

2

3

2

1

10

210
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　ここで文献の引用がJohn　Martynの指摘するcita－

tionの15の機能33）の中の先達研究者への儀礼と関連研

究の名声の付与という機能を着実に実行していると仮定

すれば，第7表よりbusiness　intelligence論は学際的

に各分野と関連を有しながらも，特に経営学，政治学，

図書館・情報学，社会学と深い関係があるということが

できよう。

　次にこれら4分野のそれぞれにおいてbusiness　illtel－

ligence論の取上げ方の特徴を見るために，各分野ごと

の引用状況を分析したのが，第8，9，10，11図である。

　第8，9，10，11図の文献引用状況より，引用源の特徴：

として，政治学，社会学が図書・学位論文等モノグラフ

中心であるのに対し，経営学，図書館・情報学では雑誌

論文が中心となって引用されているという対照的な特徴

14回

X・一一一一X ：3時点移動平均
ノ 1X

12回 　，，X／w一

一
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第8図　経営学関係雑誌への引用状況
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が見られる。更に各図の時点別引用数より，政治学，社

会学ではbusiness　intelligence論の引用頻度は当面の

ピークが過ぎ，下降局面に入っているのに対し，経営

学，図書館・情報学では現在引用頻度がピe一一・クに向けて

の上昇局面にあることがわかる。

　以上のように経営学，図書館・情報学のグループと政

治学，社会学のグループとが各グルーフ．ごとにそれぞれ

似かよったパターンを示している。

　経営学，図書館・情報学のグループについて言えば，

今後，更にintelligence論的なサイドからの研究が盛ん

になる傾向を示していると言える。また政治学，社会学

グループについてもintelligence論が下降局面に入って

いるとは言え，再び第2のピ・一クに向けて，上昇に転ず

る可能性が無いわけではない。

　いずれにせよ，以上の結果から，我々が関心をもつ図

書館・情報学分野では，今後一段とintelligence機能に

対しての関心を深めざるを得な：いという状況が明らかに

されたと言えるだろう。

　C．Intelligence論の主要著者

　Daniellsの書誌に収録されている図書・学位論文25点

は全てbusiness　intelligenceについての基本図書であ

るが，これらに操作を加えて，intelligence論一般につ

いての主要著者を探り出すことを試みた。

　そこで，まず図書・学位論文25点のうち，学位論文を

除き，残った図書のうちから，入手可能でbusiness　in－

telligenceの教科書として，全編が有効な図書となりう

る次の3人の著書を選び出した。即ち，Greene，　Rich－

ard　M．，34）　Kelly，　William　T．，35）　Wilensky，　Halrold

L．36）である。これら3人の著者の中で引用・参考文献

として2人以上の著者から共通に参照されている著者群

の名前を挙げると第12図に示した20名の著者群である。

　また第12図に示した引用・参照状況からGreene，

Kelley，　Wilenskyの三者の関係を見ると，　Kelleyが三

者の中心となり，GreeneとWilenskyの相互の関係は

k一一。6繭x
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第9図　政治学関係雑誌への引用状況
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うすいことがわかる。そこでDaniellsの書誌収録図書

群の代表としてKelleyの著作における引用・参考文献

の頻度表を作ると第8表の如くになる。

　この第8表からintelligence論の先駆者として，また

はコア・オーサe・・…として，Kent，　ShermanやPlatt，

Washingtonが指摘できる。

　以上は主に引用・参考文献の頻度分析だけを手がかり

にした推定であるが，ここで用いたcitation　analysis

の手法に準拠しての引用・参考文献の分析等について

Garfield　37）やMartyn38）がその限界を指摘して，その

過大評価を戒めている。

　そこで上記の結果について，若干の吟味を加えたい。

　まず，Greene，　Kelley，　Wilenskyの3人の主要著者

からKelleyを選び出した過程であるが，　Greeneは

business　intelligence　の実務家，　Kelleyは経営学，

マーケティングの，Wilenskyは社会学のそれぞれ研究

者である。政治学分野の著者が挙がっていないがDan一

iellsの書誌の収録者には該当者はいない。3人の中から

代表として選ばれたKelleyについては，その著書がい

ち早く日本でも翻訳されており，39）また我が国のbusi－

ness　intelligenceの分野の実例紹介書40）にも参考文献

としてとり上げられる等，この選定の正しさが立証でき

る。

　次にKelleyの著書を通じてのKentとPlattへの

遡及であるが，ここではintelligence実務担当者の間

で，この両者に加え名高いRansom，　Harry　Howe41）の

名前が落ちている。しかし，Ransomの場合，主たる関

心が国家機構とintelligenceの関係にあり，　business

intelligence論として，政治的側面ではなく，経営にお

ける純粋なintelligenCe技術論として考えた今回のアプ

ローチの場合にその名前が出なかったのはやむをえない

かもしれない。しかしRansomの著書もbusiness　in－

telligence論にとって示唆に富む書物であることは事実

である。
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Platt，　Washington

Wise，　D．　＆　Ross，　T．　B．
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Harper，　Marion　Jr．
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lndustrial　esPionage
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A
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＊A：雑誌論文， B：図書（単行本）

　　　　　　　V．お　わ　り　に

　平皿章までの検討を通じて，第1章でとり上げた問題

点，即ち，intelligenceと図書館・情報学との関係，　inte1－

1igence論と情報処理論との関係等を通『じて今後の図書

館・情報学，特に企業内専門図書館の活動のあり方につ

いての：解答の基盤が提供された。

　まず，intelligence論は今後，図書館・情報学でとり

上げられるであろうし，また当然とり上げられるべき問

題である。そしてこのintelligence論の図書館情報学

での定着が従来，図書館・情報学の中であまり顧みられな

かった情報の分析，総合，評価・見積もり，という活動を

中心とする情報処理論の見直しを迫まることであろう。

　このような図書館・情報学の理論面での新展開が，現

し：講演（ノーート）

　　　　　場における企業内専門図書：館活動に影響を及ぼすことは

必至である。このことは企業体専門図書館の歴史的必然

性でもある。即ち，米国を中心に，既に多数のデータベ

ースが作成され，オンライン情報検索は一般化してい

る。我が国でもその体制は着々と進みつつある。そのよ

うな状況の下で専門図書館は早晩変革を迫まられること

は必定である。42），43）図書館の機械化として一時期を画し

た情報検索が実現すると，そこでは従来のサービスに加

えて検索された情報の分析（analysis），総合（synthesis），

評価・見積もり（estimation）が要請されるであろう。そ

うでなければ，business　intelligenceの要請の根源にあ

った，経営の場における情報の飢餓と文献の氾濫という

状況の解決の一端を担うことにはならないからである。

　それ故，次にはGhymnも避けて，着手することを見
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Library　and　lnformation　Science　No．　17　1979

送ったこのような情報の分析，総合，評価・見積もり，

の方法について述べなけれぽならないが，それは本稿の

目的ではないし，また既にその初歩的事例は紹介してい

る44）ので，より本格的な紹介は本稿で明らかになった

Kent45）やPlatt46）の著書の研究をまって，稿を改めたい。

　最後に結びとして，Plattの著書の第3章47）の標題を

掲げて本稿の筆をおく。
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